もので も 筋の まとまらない 「河岸の 夜」 といった よう 

な、 (其 中には 六ず かしい 議論 も 織り込まれ てはいる 

さほど ひと 

が) ただ 装飾的で 左程 他の 情緒 を そそる 事の 出来ない 

もの も あると 申し添えなければ ならなくなります。 悪 

口の 序 だから、 「北より 南へ」 という 短篇の 評 も 此処 

に 付け加えて 置きたい と 思います。 ああ 云った 調子の 

たくさん 

もの は、 アナ ト— ル • フランスの 短篇に 沢山あります。 

いかん うま 

そうし て 遺憾な が ら 彼の 方が 貴方よ リず つと 旨い と 思 

レます 

あなたの 作に 就いて 情調と か、 ム ー ド とか 云う もの 

を 挙げて、 それ を 具合 好く 説明 すれば、 既に 大半の 批 



きぬ ご 

要するに 貴方の 書き方 は 絹漉し 豆腐の ように、 又婦 

もちはだ 

人の 餅肌の ように 柔らかな のです、 上部ば かり 手触り 

が 好い のかと 思う と、 中味 迄 ふく ふくして いるので す _ 

ほか 

線で いうと、 外の 人の 文章が 直線で 出来て いるのに 反 

ど こ えんきょく 

して、 あなたの は 何処も 婉曲な 曲線の 配合で 成り立つ 

ている ような 気がします。 しかも 其 曲線の 力— ヴが非 

常に 細かい のです。 外の 人が 一 尺で 継ぎ 易え る 所 を、 

あなた は 僅か 一 寸かー 一寸の 長さで 細かに 調子よ く 継ぎ 

足して は 前へ 進んで 行く としか 形容 出来ません。 其 所 

にあな たの 作物に は、 他に 発見す る 事の 出来ない デリ 

ケ— トな 美く しさが 伏在して いるので しょう。 もう 一 
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